
2024年 10月のブルーベリー農園その 2 

10 月 12 日は安芸の郷で「あきのそ

らまつり」が開催され約 600 名の

参加があった。ブルーベリーの苗

木の販売も行われ育て方などいろいろ説明する役割を務めたので農園行

きはお休み。12 日からの 3 連休は 3 日間とも晴天で澄んできれいな青空

が終日楽しめた。 

 

10 月 9 日（水） 農園の近くの畑にコルチカムが 

咲いていた。そしてこの畑から望む西空には、 

 

夕焼け雲が茜色にたなびく 

 

10 月 10 日（木） 秋の青空をバックに 

① 桜の枝にとまる赤トンボ 

 

② ブルーベリーの葉も少しずつ色づく 

 

10 月 13 日（日） 久しぶりにブルーベリー畑の横の

溝掃除を行った 

 

ミゾソバなどの水を好む草を泥と一緒にかきあげて

水の流れがよくなった。溝の中にはカエル、イモリ、

ドジョウなどが住んでいるのが見える 

 

そばの電気柵のワイヤーにはジョロウグモがあちこ



ちに巣を作っている。その一つの巣に赤トンボがかか

っていた 

 

雑草の茂った休耕田の畔に咲く秋空に輝く野菊や 

 

セイタカアワダチソウも元気にピンと茂っている 

 

一日の農作業は同じことを続けると同じか所の使っ

た体を痛めるので区切りをつけて複数の作業を混ぜ

て行うようにしている。午後 3 時過ぎてからは数日か

けて草を刈った野菜畑で植えてあるジャーマンアイ

リスの掘り起こしに取り掛かる。掘った球根を株分け

したあとに数日乾燥させてからあちこちに植える予

定 

 

ブルーベリー畑の地べたの観察。緑肥用にまいた種の

うちレンゲが芽を出し葉が展開している。ほかにダイ

コンやヘアリーベッチなどが芽を出している 

 

2024 年 10 月 15 日 

社会福祉法人安芸の郷 

理事長 遊川和良 

《2024 年 10 月 15 日の「新・ヒロシマの心を世界に」のブログ

に掲載したものに写真を加えて編集しなおしています》 

 


